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き
て
驾

-' 

,
. 

•

.

.

.

.

.

 

•
 

.

.

:察
す
る
纪
、菩
人
办
道
，德
的
：意

0

0

ち
實

_

的
_

性
を
邦
人
生
鹳
及
：世
界
齟
の
极
本
的
基
礎

€ 

し
た
彼
フ
ィ
ヒ

.テ

.
に「

ビ
レ
て
；は
人
格
の
獨
立
を
，保
' 餸

す
る

乙
€

が「

法」

の
目
的
で
，他
人
の
-
制
肘 

■.を
受
け
ば
い
、興
：對
的
な
.無

制

限

的

.な

自

rt
l
を
.保
證
ず
：る

乙
£

が「

法」

の
®
想
で
あ
る
、而
し
て

f.

契 

約〕

ビ
秫
せ
ら
る
、
も

-の

11
:
:彼
诗

.か
ら
の
見
る
處
で
は
、斯
く
の
如
き

.自

*

意
志

^
ょ

o

て
結
合

.

.

. 

V... 

' 

:
 

• 

- 

•

せ
ら
れ
，表
現
せ
ら
れ
た
も
の
で
、此
契
約
が
初
め
て

r

國
家

」

を
成
.立
せ

し
む

.
る
の
で
あ
る
、故

k「

法」 

乞
國
家

」

の
客
觀

_的
姿

•當
性
は
一
に
其
法
ビ
國
家
？
を

W

ら
し
た
各
人
の
自
由
意
志
に
其
基
礎 

を
有
す
る
も
の
で
、其
自

_

激
思
が
之
れ
が
存
續
を
要

.取
す
る
間
は
之
れ
が
妥
當
性
は
成
立
し
、

第十
！
：

港

C
1
H
四
七)
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濟

觀
-

m

十
號 

九



撙
十
四
卷

：(
1
-

四八)

;:
;
論

.'
說
フ

.ィ
ヒ
テ
の
，餒
濟
觀
；
 

第
十
號
：
 

ー
〇

我
、自
：由
*

志
^

之
れ
を
紙
.せ

3 T

る
®

合
は
即
次
之
れ
を
改
造
し
、做
廢
し
得
る
の
で
あ

る

、

何
ん 

ど
な

.■れ
ば
斯
く
す
る

.こw

に
ょ
つ
て
吾
人
は
吾
人
：

'の
.：道

'德
的
規

.
«成
は
文
化
的
自

*

を
01
#
 

せ
.ら
る

V
厄
雛
か

.
'ら
脫
し

.得

.る
を
以
て
ぐ
あ
る

‘31
に
フ
ィ
ヒ
テ

«

人
の

.社

會

哲

學

^

^

て
最

.

.
 

r 

.
'

——

:
.
.■
'
;■
■
:'
'■
;'

'.
;'
■に.
：.
.
(■
:
、
：
. 
；
 

.

'

' 

V

y
主
挺
視
.
せ
，
ら

る

、

所

有

植

：
問

題

'

に
に
：就
き
；て
感
る
に
.理

性

を
重
ん
せ
.し
彼
れ
.に
' 
く
り
て
は
所 

有
權
は
、國
家
的
契
.約
の
所
産
で
な
く
て
、之
れ
が
源
泉
た

>
9之
れ
が
•

礎
一
た
る
も
の
は
菩
人
.の

理
性
其
者
で
あ
る
、換

.；言
す
れ
ば
；人
格
者

|
ギ

，
じ

て

；
の

「

我

、
理

性

的

本

.

質
'を
宥
す
る

「

我」

が「

所
ぎ
其
漭

■ 

■ 

.

.

. 

' 

.

の

R
s
h
t
s
l
d

で
.あ
る
、即
ふ
以
上
の
.言
說
ば
所
有
權
の
源
泉
を
國
家
其
器
ょ
し
も
溯
源
的
な

.

.
:. 

. 

. 

. 

V 

;

人
沿
の

.理
性

^

^
の
中
に

.求
め
ん
ビ
す
る
こ
ビ
を

’示
.せ
る
：も
の
で
あ
る
、

^,
ぎ
に

^

人

は

55
.。ば
 

selbslr0

-所
有

«:
,で
：あ
る
、從
ク
て
其

0
官
.：能
や
體

.カ
の
生
人
公
た
る

.結
果
、各
人
は

■理
性
的
.法
則

(
v
b
m
u
n
f
t
g
e
s
e
E
.

即
ち
道

德
律
.の
命
令

■に
#

か
ざ
：る
限

り
、
#
自

.の
潘
圆
に
海
す
る
事
物
を
谷
ね

.

.
- 

- 

. 

,

.

..

..

の.

目
的
に

0
用
し
'適

用

し

#

.る
の
で
あ
_る
、；史

に
以
上
を
節

言

す

れ

ば

各

自
.の
'目
的
に
向
，つ
て

.

.

.
«

:■
.
.■■
■
 

; 

.
■
.

.
:■
.
.
.■'
.■
: 

•

'

■.——

■
',

之
を
加
工
し
形

.體

化

，し
得
る
へ
の
で
あ
，る
、即

ち

M
e
i
n

 

E
i
g
e
n
t
u
m

 

ist 

m
e
i
n

 .
w
e
n
c
.

 

m
e
i
n
e

 

Arbeit 

の
'見

地
か
ら
彼
れ
：は
加
エ

“權

(uas 

R
e
c
h
t 

auf F
q
r
m
a
t
I
o
n
)

Iip
ち
勞
働
權
の

;成

*

を
"肯

定

し

て

ゐ

'る
の

で
.あ
る
、但
、斯
く

'
の
如
き
權
利
の
肯
定

‘は
'直

ち

に

此

權

利

の

働

ち

'
:原

»

の

所

有

猶

-を

意
味
す
る
も
の
で
，

.本
い
，原
料
又
た
は
與
料
は
誰
人
に
も
屬
せ
ざ
る
も
の
.從
つ
て
國
家
の
所
荷 

に
も
厲

せ

ざ

る
も
、我

.等
の
之
れ
に

.»
し
て
有
す
る

も

の
•は
；獲
得
權

(
z
u
d
g
n
l
s
r
e
c
h
t
)

即
ち
各

0

:

が

^-
自
•の
目
的
を

®

現
す
る
手
：段

.
^
}し

X

之
れ
に
加
エ
す
る

.爲
め
，に
獲
得
す
る
權
利
の
み
で

.
• 

J 

.
 

. 

■
:
 

. 

.

.

. 

> 

' 

’ 

•
1

ぁ
る
、而
し
て
我
等
の

'‘所
'有
は
我
等

'が
是
等

0

腐
料
に
加
，エ
せ
し
場
合
に
於
て
始
め
て
發
生
す 

る
の
で
あ
る
、之
れ
：を
：耍
：す
る
に
第
ー
沏
に
於
て
彼
れ
が
潇
ら
し
た
國
家
的
槪
念
は
彼
自
か
ら

の
極
端
な
個
人
主
，義
.
的

見

地

，
の

.

所
產
：で
、即
ち
彼
れ
の
言
を
借

b 

y;云
へ
ば

「

如
阿
な
る
人
も

' 

- 

. 

.

. 

-
•
. 

: 

' 

:

.

.

.

. 

. 

--

durch 

sich;selbst

な
く
て
は
結
合
す

「

る
を
得
ず
、如
何
な
る
人
に
も

'彼
自
身
を
離
れ
て
法
は
；與
へ 

•&
る

、

も

の

にあ
：ら

尤

外

的
惫
志
に
ょ
つ
七
法
を
適
用
；す
る
人
あ
り
ど
せ
；ば
之
れ
自
己

-0
人

. 

.
■

:
: 

. 

.. 

、
;
' 

:

■
'
■:
. 

. 

:

'—

■!
■.
- 

, 

,

,

rr
a

性
を
放
棄
し
て
、愈

^

に；其
身

^

下
す
人
な
り
，斯
く
の
如
き
は
誰
人
も
欲
せ
ざ
る
處
な

b

f

m 

に
.：我

^
自
身
が
我
、々
に
適
用

‘す
る

.

.

.
こ
ど
の
み
：ド
ょ

.，つ

て

成

文

：法
-は
吾

.人

.を
結
合
せ

.し
む
、永
.續 

的
の
も
の
ピ
認
め

6

る
る
、吾
人
の
意
志
、吾
人
の

V決
定
が
立
法
赉
た
る
以
外

k

他
に
求
む
可
き 

も
の

.な
し

.
J
o
a
の
如

.き

残

明

：か
.に

»

上
の

.見
'解
：公
示
し
..て
ゐ
る
も
の
で
あ

る
、
次
ぎ
に
此
時
.期
に 

.於
け

る
彼
れ

が
學
說

0

^

:ー：|
の
特
徵
は
彼
れ
が

「

遒
.德」

を
法

?

の，
問
に
何
等
の
限
界
を
設
け 

a
か
つ

^

こ
‘

VJ.

で

あ
る
、
萬

我
等

の
，良
心
を
以

V

 h

8shste Ins

曾Z

ご
レ
し
て
、
織

て

S

餘

の

人

.學

的

關 

_

四
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十
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一
二 

r.
を

之

れ

に
»

属

せ

し

め

ん
S

し

た

彼

れ

に
ビ

P

て
は
.

r

ル
I

ソ
.̂」

の

如

く
.
®然

法-Natlxrr;echt) 

は

；道
：徳

棒

の

所

產
.で
孽
に
嚴
密
に
云
へ
ば
現
象
界
を
規
定
す
る
餹
：園
内
に
於
て
は
一
褪
の
遒 

德
律
に
外
な
ら
每
か

C
V

た
：の
で
あ
る
、即
も
彼
れ
が
國
家
組
織

」

の

.^
極

H

的
が
個
人
の
免
極
目 

.的
を
離
れ
て
.他
に
之
れ
を
求
む
る
能
は
ざ
る
こ
ビ
を
論
せ
し
場
合
に
於
て
、彼
れ
の
所

.謂
、究
極 

目

的

な

る

も

の

：は
：、純
^

た
.
'る

道

德

的

の

も

の

で

、彼̂

U

Mに

此
最
高
な

'敗
極

.目
的
が
求
め

&
 

れ
ざ
る
堤
合
に
於
け

.る
國
家
組
織
は

'無
用
の
長
物
た

4

ど
云
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、寧
，實、此

W
 

代
：め
彼
れ

.は
_

家

0
:僧
：値

：を
、著

し

く

低

：級.視
し
赴
つ
之

.が
任
務
を
最
小
範
圍
に
極
限
し

、
^

H

期
に
彼
、れ
、が
最
も
意
要
視
へ
し
：た

國

民

敎

宵

，の

如

き

も

此

時

期

に

於

て

は

棄
.て

、

顧

み

る

處

，な

i 

; 

.... 

• 

\ 

.
 

.
 

:,.

に
國
家
を
以
丨
て
個
人
の
道
徳
的
：目
的
を
完
成
：す
る
手
段
方
法
ど

.觀
じ
、從

0

て
人
性
に
し 

て
完
全
な
發

-®
.的
楷
段

•に
到
達
す

Z

に
於
て
は
國
家
は
寧
ろ

a
b
e
a
Q
s
s
i
g

の
も
の
ビ
な
せ

b
、即

ち
フ
ィ
ヒ
ー
ブ

.の
所
謂

Notstaat

が
彼
れ
の
此
時
期

R
於
け
る
國

»

觀
を
.最
も
明
白
に
示
せ
る
も

:
. 

— 

. 

.

.

.

の
で
あ
る
、延
に
此
時
期
：に
於
け
る
第
三
：の

#

徵
は
被
れ

-;の
經
濟
齡
が

.殆
ん
ど
自
由
主
義
の
見

: 

地
を
：脱

.し
な
か
つ
た
，こ
，ヒ
で
あ
る
、然
し
离
半
如
き
個
人
主
義
的
見
解
の
巾
に
も
詳
細
に
觀 

察
.す
る
時
は
、其
處
に
は
.齡
に
，第

f
 

義
思
想
の
萠
芽
.を
認
め
得
る
の
で
あ

る
、即
ち
吾
人
の
所
痕
權
を
以
て
菩

.人
々
類
に
；於
け
る
理
性
の
基
本
的

®

求
即
ち

F
o
s
t
u
l
a
t

と
し 

た
：
こ

と

や

、衣
、食
、住
，に
，對

す

る

勞•働
者

.の
，
要

求

や—

彼
れ
は
當
時
、農
村
に
：發
生
せ
し
無

®

^
 

紙
.^.
雜
慘
な
坐
活
狀
餓

.に
對
し
て

‘深
く
心
を
動
か

$

れ

/2
の

で

ぁ

，
る
I―

_特
權
階
級
に
於
け 

•る

#

:
aの
#
,«

を

«

廢
.す
る
ビ
北
ハ
に
彼
：等
の
.奢
侈
的
慾
望
を

f制
限
せ
ん
ビ
せ
し
言
筛
や
、總
.て 

&

等
は

®

等
を
し
て

社
會
主

0

の
意
篛
に
於
て
經
濟
上
の
喪

.求
に

.赴
か
し
む
る
も
の
で
ぁ
る
。
 

.

.次
’ぎ
に
第
ニ
時
，期
の

.思ー想

.的
特
微
は
塽
に
其

'
.一
部
を
：千

.七
百
九
十
，六
年
に
公
し
た

「

智
識
學

の
ぼ

41
.こ 
0 
づ 

く 

应
然
法
り

-K
遊」(Grundlage 

des 

Naturrechts n
a
c
h

 Prihzipien 

der 

wissenswhaftlehre)

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

,

こ
發
し
、殊
代

「

封

ff
i

的
商
業
國

」(Ges.chlossBe 

Handelsstaat)

に
，於
て
其
頂
點
に
達
し
て
ゐ
る
の
で
ぁ 

る
、而
し

V

此
時
期
に
於

.け
る

.
-摩

說

上

の

^

一
 

の
賴
徵
は
：「

梦
相

」

ぐし「

道

f

s
の
出

' に
•

r

に̂

'®
界 

a.
を
没
く
る
に
至
つ

^

こ
.と

•で
あ
る
、即
ち

sankflon 

des 

R
e
c
h
t
s

 

dut：di 

das Sittengesetz

で
あ
る
觅

に
彼
自
か
ら
の
言
葉
を
借

^v
y

云
.-

ば「

自

然

法

道
徳

：ビ
を
ま
別
す
る
上
に
は
何
等

人
爲
的 

の
豫
備

4 V
.
.
.識

r
必
要

.と
\せ
..
す
以

ノ上
の

.

.

.
兩
'
#
,
.
{!
.旣
に
.很

%

^

.に
■.玉ロ
. ノ
 

行
f '

に
.靜
.
へ
t

と
も

a

性
上
ょ

&

分
た
れ
全
れ
く
相
反
せ

6

も
の
：なり

/(

四)

ビ
斯
く
て
.此
時
期
に
於
け
る
彼
れ
の
自
然

.

.

.

.
—

; 

■
.

.

.

.. 

.
''

:

法

®

は
.佛
蘭

.西
革

.命
論
の
場
合
ビ

.
興
な
り
：て
絕

.對
的
な
道
德

#

の
支
配
を
脱
し
て
菩
人
が

11
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i十深 

一
^

.
A 

, 

- 

,

會
的
坐
へ
活
を
營

‘む
場
合
の
根
本
的
な
受
鈉
條

#

と
化

.し
、自
然
法
姑
共
：同
的
本
®

に
於
て
の
み 

單
に
可
能
な

る

.

,
£
つ

./
*

の
で

.
あ
ハ
る
、以

.，4

法
‘的
槪
念
が
道
輾
其
潘
か
ら
脫
し
た
る
こ
ビ
は
、フ

ィ
ヒ
テ
が
特
に
其
自
然
法
論
に
於
て
重
要
視
せ
し
如
く
此
時
期
に
於
け
る
彼
れ
の
法
學
及
國

• 

.

.

.

.

.

. 

• 
.

家
.學
に
ビ

6

て
.顯
著
本
意

.義
を
有
す
る
も
の
で
，製
す
，る
に
是
等
の

.學
の
務
む
る

®

は

W

人

p

 

の
關
係

.に
就
い
て
：取
扱
ふ
、術

®

學
か
：ら
離
れ
て
、吾
人
の

at
會
生
活
上
、
»

特
の
規
範

.を
求
め
•之 

れ
に

i

つ
て
0

濟

.的
、
)1
:
會
猶
.，政

治

的

生

活

を

規

定

せ

ん

^
ず
る

4
0

の
で
あ
る
、而
し
て
此
場
合 

^

於
て
特
に

.ス
ィ
ヒ
ー
グ
：に
冬
つ
：て
提
唱
せ
ら
れ
し
も
の
は
意
識
可
能
の
必
須
條
件
ど
し
て
法 

的
：社
會
槪
念
か
ら
導
き
出

3

れ
た
原
始
權

B
i
e 

u
l
h
t
e
)

が
.具
體
的
な

'
.經
濟
的

®

求
に
^
け
ら 

れ
た
こ
ど
で
あ
；る
、抑
も
吾
；人
の
极
元
的
な
意
識
が
法
的
赴
會
ビ
如
何
な
る
關
係
に
存
す
る
や 

に
就
き
て

‘フ
ィ
ヒ

.:
テ
の
考
ふ
る
處
は
、自

.我
が

#'
.在
し
自
由
な
活
動
，

.を
求
め
得
る
爲
め
、に
は

、
^
 

處
に
は
理
性
的
な
自
由
人
の
：存
在
ど
此

«

在
に
ょ
つ
て
齎
ら
さ
る

V

法
的
社
會
關
係
の
*
生 

を
必
虐

^

す
る
ゆ
で
ぁ
る
、而
し
て
斯
く
の
如
き
社
會
關
係
の
發
生
は
勢

a

物
的
な
各
人
の
共 

同
的
生
存

‘を
促
が
す
、即
ぢ
感
凝
の
世
界

：

(
D
i
e

 

s
i
i
n
-
w
e
l
t
}
2

於
け
る
自
：由
人
の
存
在
條
件
は
各 

人
の
不
可
抗
權
即
ち
原
始
權
で
あ

.る
、而
し
て
此
双
始
權
に
屬
す
る
も
の
は
生
存

權

B

f

e
家

^

s
e
l
b
s
t
e
r
r
l
t
u
n
g
)

と
所

^:
猶

(
D
a
s

 

R
e
c
h
t

 auf E
i
g
e
n
t
u
m
)

 

S 
で
あ
る
%\く

 

て
國
家

' は
單
に

.此

M

始 

f

 

I

す
る
を
；以

I

:
れ
リ

J

ず

し

を

I

化
す
る
爲
め

I

の

S

 

及
勞
働

.狀

ff
i

R

#
-t
v
.或
_

の
猜
極
的

.な

方

法

：を

講

：：す.る

に

至
:!
)
:、玆
に
國
家
に
對
す

6
勞
働 

.組

.織

^
要
求

•や
分
配

.問
靡
，を
生
じ
、フ
；ブ

テ

其

人

の

社

：會
主
義
的

組

織

0

基
礎
が
齎
ら

3

る 

S

こ

S

に
な
つ

*

の
で
，あ
る
、以
上
、總

て

法

の

起

源

を

d
a
s 

ich

に
於
め
衣
點
よ

h

見
れ
ば
彼
れ 

は
、純

：平

作

る

福

人

主
_

の

信

：奉

者

.^
如

く

で

あ

る

が

、然

：し

國

家

，成

立

：：論.の
立
脚
地
よ
>
見
れ 

ば
：彼
れ
は
社
會
中
心
生
義
又
六
は

.國
家
有
機

'體
說

0
論
.客
■の
如
く
觀
せ
ら
る

\

の
で
あ
る
、即 

ち
共
间
的
契

.約
に
よ
つ

V

全
臘
が
組
織
せ
ら
る

、

場
合

^
.此
全
體

.は
吾
人
の
思
惟
.の
所
库
た 

る
.單
な

'
.
:
る
.柚

象

的

槪

念

.で
落

(

て
寧
ろ
現

*

的
全
體
で
あ
る
、換
言
す
れ
ば

>
l
l
e
r

の
槪
念
で
な 

く
て
寧
ろ

A
l
l
h
e
i
t

の
槪
念
，で
あ
る
、觅
に
言
を
換
へ
て
云
へ

.ば
國
家
的
全
體
は
名
目
的

(
n
i
i
n
a
l
r

 

stisch)

で
な
く
て
實
花
的

(

U

費

h
)

で
あ

る
、

斯
く
し
て

フ

ィ

ヒ

テ

は
彼
れ
が

' 第
一
.期
に
於
て

«
 

ら
.主
張

'ち
た
個
入
主

_

的
：の
見
解
：よ

6

fi
き
を
有

.機
體
ビ
し
て
の

'國
家

'其
者
に
求
む
る
に
免
：
 

:
つ
允

0
:で
あ
る
、即
ち
此
，解
釋
は
個
，人

0

優
越
的
地
位
よ

p

ff
i

發
し
た
理
論
に
著
し
く
反
對
す

る

も

の

で
あ

る

が
、然
：し
個
人
の
優
越
的
；地
位
に
反
對
す
る
，

こ
^

は
必

す

し
も
個
人
の
地
位
を

..
 

•
 

.

.
 

•
 

-
 

'
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•
 

•
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晩
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,娜
.

.
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フ
ィ
垮
夕
の
經
濟
觀

. 

第
十
铖

.

一
六.

全
然
忘

'却
す
る
も
の
で

.な
..

い、が
如

>

彼
れ

‘は：國
家
有

.
'機
_

說

.0
下
に
全
然
、個
人
主
義
的
見
地 

を
失
ふ
乙
ど
な
く
、此

Ml
に
•於
て
彼
れ
ば
社
會
の
各

*.
-
は
全
力
を
舉
げ

y

社
會

.其
蔣
に

m

す
可 

し
ギ
唱
へ

‘たA

丨
ソ
ー
に
反
し
て
個
人
は
共

'同
的
契
約
の
結
果
ビ
し
て
：眾
に
一
部
分
は
宿
機 

的

^

祉
會
と
渖
一

.的
狀
馏
に
存
す
る
も
然
か
も
他
の
部
分
に
於
て
は

.尙
ほ
自
ぬ
、®

立
の
地
位 

に

#

す
る

.も
の
な
る
こ
ビ
を
指

.摘
：せ
る
の

.で
：あ

.る
、即
ち
奪
ら
個
人
の
自
凼
を
保
識
す
る
.爲
め 

に
國
廣
は

:®
®

の
給
付
能
力
、例
：者
外
的

'な
法
雜
的
經
濟
的
關
係
を

®'
宛
し
得
る
も
、然
か
も
菩 

A

-0
■自
由

^

權
利
義
務
の
方

0

.

x 

P

も
、ょ

A
y多
く
を
包
括
す
ど
な
し
、即
ち
彼
れ
は
宗
敎
及
科 

學
•の

如
，

含
、ょ

ぅ

：商

き
文
化
助

任
務
は
：之
れ
を
以
て
國
家
の
務
む
る
處
に

f

ざ
る
こ
と
を
論 

じ
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
、要
す
る
に
此
時
代
に
於
け
る
フ
ィ
ヒ
タ
其
人
の
國
家
的
槪
念
に
は
®
人 

主
義
的
傾
向
と
有
機
，的
な
，社
贪
中
心
主
義
的
倾
如
の
ニ

‘要
素
を
有
し

.て
;ゐ
る
の
で
あ
る
、而
し 

て
共
後

.に
於
け
る
；彼
れ
は

'漸
次
社
會
中
心
速
鋒
に

a

き
，を

®

く
ど
典
に
、一
方
に
は
國
家
的
能 

カ

を

高

調

し

、國

家

其

_
.̂
名

く

る
.|
:

强
迫
的
國
家

(
z
w
a
n
g
s
t
a
a
t
)

な
る
名
稱
を
以
て

し
、且つ
彼 

れ
说
斯
く
の
如
き
國
家
を
以
で
自

—

の
王
國
に
理
性
的
國
家

.に
赴
く
必
須
の
®
渡
的
階
段
と 

ビ

:^
;て
之
れ
を

..
«
1め
る
に
至
っ
た
の
で
ぁ
，る、而
し
て
斯
く
の
如
き
は
彼
れ
が
思
®
的
生
涯
に

於
；け
る
最
後
の

.第
三
期
を
飾
る
主
要
な

.傾

^

i

傾
向
の
根
本
的
.動
機
の
一
は
當
時
の
#
逸 

に

..於

ける
®

實
曝
露
の
悲
哀

で

あ

る
、げ
に

#

れ
が

| |

代

の

特
M

f

o

i

e-'
o

r

u

n

d

&

g

e

n

 

d
e

s

 

g
e

g
e

n
w

i
r

-

 

t

is -
'

-

a 

z
e

i
t

a
l

t
e

r
s

)
{

一 

八
〇
四

)

>̂「

獨

逸

國

民

^

^

ぐ
し

(

R

a

d

s

 

s

 

d
i

e

 

d
s

t
s

c
h

e

 

N
a

t
i

o
n

v

 (

一A

o
.

八)
に
声

.■..'
■ 

• 

.

I
.
.
. 

.
1 

- 

.

.

.

.

. 

,
.
.

;.

V
,
®
:

人

に

示

：す

が
^

X
、當

へ

時

の

獨

逸

を
.支

配
.す

る

も

の

：は

利

己
.主

義

割

據

，主

義

で

、所

謂

，公 

典
的
精
神
は
地
を
輝
つ

.
て

.去
、
^
 

自
己
あ
る
を
知
：ク
て
他
人
あ
-る
を
知
ら
ざ
る
狀
能 

で
、加

ふ

：る
‘に
：時
の
政

^

の
如
令
も

®

®

#
尾
利
己
主
義
の
權
化

2

政
ノ
治
的
行
動
の
只

1

の 

衝
.：

動
は
單
に
自
利
に
：汲
々
化
る
に
外
な
ら
な
か
り
れ
の
で
あ
今
斯
く
の
如
き
は
，實
に
散
一
期 

に

於

け

：名
フ
：
ィ

ヒ
7*
'0
:胭
入
ま

*

的
見
地
や
自
然
法
的
見

.方
’が
_當
時
の
輿
制
丰
義
に
對
す
る 

一
反
.動
：的
學
說
衣
令
し
：が

:*
く
、今

.や
彼
れ
は
一

.般
公
衆
の
：刹
益
を
嫌
：課
す
る
，爲
：め
に
放
逸
：本
個 

<

の
‘
.利
•
.己
主
義
に
反
抗
せ

:ん
と
す
る
國
家
思

.想
を
構
成

'す
.，る

に

；
至̂

’た
.
の
で
あ
る
、を
れ
ビ
共 

，
に

彼

：
れ

は

常

時

^

於

け

る

一

.般

Q

道
德
的
頹
廢
を
排
除
し
て
眞
，の
精
神
的
復
活
を
.求
む
る
獰

附
'與
■す
る
に

.
*

5ビ

な

U

、
M
に
新

A

物
を
國
家
に
供
給
す
る
國
挺

.敎
#

は
：當

然

、國

家

其
I者
：
の 

任

務

H

す

可

^

己
と
_を

論

«

せ
.-
'
る
'の

で
*

る
、斯
.く

し

.て

國

家

が

最

高.0
文

化

又

た

：は

敎
W

方 

.

3

.-
H
蛋

〕：

、
踰
.
.:
'
'
:拇

.
フ
ィ
幺
>

0

^

^

. 

第

遂 

一.
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^

M
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フ
ィ
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竿

號 

一八
 

::
;
:
,
M
z
i

一
其
カ
を
盡
す
：

0
時
代
が

.到
達
し
た
の
で
あ
る
.之
れ
を
要
す
る
に
第
兰
期
に
於
け
る
彼
れ 

.

r r

の
_

す
る
國
家
は
法
：的
國
：家
た
る
ヒ
：典
に
强
迫
的
國
家
で
强
迫
，國
家
た
る
ビ
典
に
敎
育
的
國 

■

::
;■

家
で
あ
つ
て
、其
任
：務
せ
す
る
處
，は
個
人
的
诌
由
と
一

.般
的
利
益
と
を
調
和
警
る

S
y
n
t
h
e
s
i
s

を 

.

.

. 
■
■

.

::
.
.
求
め
て
、漸
次
、

_

姓
的
_

象

に

：近
か
ん

k

す
る
の
で
あ
る
、而
し
て
彼
れ

.の
理
性
的
國
.家
は
宗
敎 

)

：
.

的
色
：彩

'を
有
す

:̂
點
に
於
て
，

ン

"シ
，
：
モ

ン

：

^

新
某
：督
敎

」(

0̂

§
6
栏

0
-§
:
^

 ̂

八
ニ
五

)

に
於

•て
叙
一
述
し
た
如
き
神
敎
政
治
で
、即
ち

.フ
ィ
》

0
:意
味
す
る

a!
,性
的
國
家
又
友
は

「

自

rt
1

0

>

:

‘
.
.
. 

. 

.

-

.

.

.

. 

• 、 

. 

■

國J

は
神
の
國
で
あ
久
吾
人
十
類
の
目

'韵
で
あ
る
、何
ん

V
J

な
れ
ば
吾
人
は

.斯
'く
な
る
こ

W

に
よ

つ

.V
0-
IS
'
を
得
、
_
,由
：を

.得
'る
こ
と
：

’に
よ
つ
：て
人
類
の
絕
對
的
平
等
，は

^
^

■
 

. 

- 

.

.

. 

: 

: 

• 

. 

: 

.

.

.

.

. 

•
.
. 

...

見
做
し

.て
ゐ
る
の
，で
あ

.る
。 

,

'

‘

..
'

以
上
、三
期
に
亘

.，れ

る

フ

；
ィ

ヒ-ィ

の

思

；想 

の
時
期
は
純
乎
た 

,
る
樹
：人
主

_

的
國
：
.家
概
念
：で
、其
見
る
處

.は
多

〜
柚
：象
的
な
自
然
法
の
範
圍
を
.脫

し

攻

か

つ
た

.

•

.

■

の
，で
：あ
る
、次
ぎ
に

_

-
の
.時
撕
は
：第

>
 

'

:

};
よ
，
つ

て

經

濟

的

：：に

規

定

サ

ら

れ

た

團

體

生«

_

ん
ヒ
し
た
時

'代
で
、然
か
も
：其
規

.

範
：.

は

•
-

;
1

般
的
な
社
會
主
義
に
見

♦

福
利
主
*義

的

要
求
か

&

u

i

も
.の
，で
な
く
て
，
.寧
，

ろ
：#

自

•
-
V
- 

. 

•

. 

一
.
. 

: 

.
• 
:

-

.

-

•

气
.

.
 

.

.
< 

• 

• 

• 

' 

. 

.

'

か
ら
の
獨
特
な
見
地
即
ち
人
類
の
理
性
又
た
は
人
袼
の
中
に
其
基
礎
を
求
め
た
の
で
あ
る
威 

に
第
三
の
時
期
ば
第
二
の
時
沏
に
於
け
，る

1
耍
素
た
る
社
會
中
心
主
義
の
傾
向
が
著
し
、く

_
 

展
し
た
時
代
で
、彼
れ
は
：此
：場
合
に
マ
般
的
目
的
を
高
潮
し
、且
：ク
國
家

3(
:
紫

^
、よ
り
高
&
文
化 

:

的
目
的
を
他
加
す
る
に
至
つ

/2
の
.で
あ

.る
、勿

;^
、斯
く
の
如
き
傾
向
は
興
時
代
の
政
治
的

、
%

t

的
狀
態
の
然
ら
し
め
れ
も
の
で
あ
る
、而
し

y

最
後
の
時
期
に
於
け
る
ま
れ

0

國

，ま

槪

念

は

國

■
 

:
 

• 

.

.

.

.

.

.

.

. 

-

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

家
は
最
高
の
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